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北不明門・西不明門跡 
  北門から西へは北馬場

き た ば ば

が延びていて、その西端、松本神社の北に北不明
きたあかずの

門馬出
も ん う ま だ

しがありました。

さらに鷹匠
たかじょう

町を通り南へ向かって折れると、松本税務署の前あたりに西不明
にしあかずのもん

門
もん

馬出しがありまし

た。北には北門・北不明門と城門を２ヶ所設置し、北不明門馬出しから近距離に西不明門馬出しを

設けるという配置になっています。 
 
◎ 北不明門馬出し 
  現在地は、開智１丁目１，２、開智２丁目１，１０のあたりの地籍で、現在の開智小学校の正門

前方にありました。石造案内板が松本神社西側入り口にたてられています。 
  北不明門は、松本神社の西側に位置していました。現在ある南北の道をまたいで上げられた櫓門

やぐらもん

で、３間（約５．４㍍）×６間の規模、門の内側には広場はありませんでした。堀に架かる土橋は

長さ１６間、馬出しの部分の広さは約１８７坪で、番所は設けられていませんでした。 
馬出しを出ると、東側は北馬場へ東側は鷹匠町へ続いていました。馬出しの前面にあたる北側に

は街路や人家はありませんでした。文政
ぶんせい

初年の絵図では、北馬場からの通りと馬出しの広場の境に

木戸が設けられ、木戸番の小屋が描かれています。また、北門のわき、五社の西向かいには鉄砲矢

場が描かれています。 
  「大守累年記」（河邉文書）には、水野忠

ただ

直
なお

の代に北不明門が焼け再建されたという記事があり

ます。ある夏の土用に桐油
と う ゆ

（きりあぶらとも アブラギリの種子を絞って得る油、絶縁用・油紙用・

灯用・駆虫用などとして用いる）を塗った合羽
か っ ぱ

を干して、北門二階にしまっておいたところ、そこ

から出火したといいます。門の二階は物品の保管場所として使用されていたようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
北不明門馬出しの図（「享保十三年秋改松本城下絵図」より）  

 
                               北不明門の模型（松本市立博物館蔵） 

        

                                   

 
 
 
 
 
                  

北不明門があったあたり  

松本神社西門脇

の案内板 
 



 
◎ 西不明門馬出し 
   現在地は、城西２丁目１・２・４・５あたりの地籍で、現在の松本税務署近辺にありました。

石造案内板が、松本市内科・小児科夜間急病センター北にたてられています。 

   西不明門は、櫓門で３間（約５，４㍍）×６間の規模、門内は枡形
ますがた

風に広く空間が取られ的場

が設けられていました。享保期の地図では、番所が枡形風の広場内と馬出し内と２ヶ所におかれ、

井戸も広場内と馬出し部分に各１ヶ所描かれています。文政初年に写された絵図では、門内部の

北側にあった作事
さ く じ

所の南に籾蔵
もみぐら

が描かれています。 
 堀に架かる土橋は長さ１９間３尺ありました。

馬出し部分は郭内が約２９８坪の広さでした。

西不明門と呼びますが、往時は不明門でなく使

用される門でした。 
戸田氏の代に、殿様の光雄

み つ お

が野行の帰りにこ

の門から入ろうとしました。ところが門衛は、

者
もの

頭
がしら

から通達がなければ開けることはできな

いと、殿様の通行を拒否しました。これに怒っ

た殿様はこの門衛を罰しようとしました。者頭

の板橋政保は、門衛は非常の備えにおかれてい

るのであって、通常の状態ではたとえ殿様の仰

せでも開門を拒むのは当然であると殿様を諌め

ました。殿様はそれを聞いてなるほどと納得し、

門衛を咎めなかったということです（旧版『松

本市史』）。 

西不明門馬出しの図  

（「享保十三年秋改松本城下絵図」より）

 
                               

 
 
 
 
 
 
 
 

西不明門があったあたり                西不明門馬出しの説明版 
  

  堀は次第に泥がたまってくるので、堀さらいが必

要です。１８４５（弘化２）年に行われた堀さらい

は、２月末から仕事が始められました。 
それに先立ち藩から言い渡されたことは、 
・当初の数日は庄内

しょうない

・岡田・高出
たかいで

・山辺など６

組から日に２５０人の人足を出すこと 
・作業の合図は太鼓と鐘でおこない、太鼓で仕事

にかかり、鐘で休みと引き上げ時刻を知らせる

こと日の出に集合し、西不明門外で銘々が極
きわめ

札
ふだ

をつけてから入城すること 
・朝８時に仕事を初め、日の入りで仕事を終える

こと 北不明門の模型（松本市立博物館蔵）



・ 休憩場所は西不明門内の籾蔵前で、通行できるのは西不明門だけとすること 
などでした（「折井家文書」）。 

  
  女鳥羽川の水を稲倉

しなぐら

で大門沢川へ切り落とし、北馬場から外堀へいれ、北不明門から弥勒院
み ろ く い ん

（松本神社の東）前を掘り割って内堀へ注ぎました。堀さらいは地蔵清水から始め、本丸・土井

尻・西堀と進んだとあります（旧版『松本市史』）。 
 

○明治末年 蓮
はす

池になっていた西堀の堀 

馬出しの堀はいつの時代か水は張られなくなったようです。周辺の西堀
にしぼり

地籍の総堀は、明治時

代末期の写真に、蓮池として使用されていた様子が写っています。 
 

 


